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地球という名前の「星命体」 25
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わ
が
国
が
半
導
体
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を

走
っ
て
い
た
頃
、
わ
が
国
は
太
陽
光
発

電
製
造
に
つ
い
て
も
世
界
の
先
頭
集
団
の
中
に

い
た
。
当
時
の
太
陽
光
発
電
の
創
業
者
た
ち

に
聞
く
と
、
シ
ェ
ル
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
メ

ジ
ャ
ー
系
の
太
陽
光
発
電
製
造
業
者
と
わ
が
国

の
太
陽
光
発
電
製
造
業
者
は
熾
烈
な
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
競
争
を
繰
り
広
げ
、
こ
の
闘
い
に
何
と
か

勝
ち
抜
い
て
わ
が
国
の
太
陽
光
発
電
製
造
業

者
が
世
界
の
１
、２
位
を
争
う
よ
う
に
な
っ
た
。

世
界
の
太
陽
光
発
電
の
製
造
業
者
は
、
市
場
を

広
げ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
方
法
を
考
え

る
。
世
界
の
趨
勢
は
、
ま
ず
大
規
模
な
太
陽
光

発
電
施
設
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
合
わ
せ
て
、
大
き

な
製
造
量
を
確
保
し
、
さ
ら
な
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
に
向
か
う
。
わ
が
国
の
太
陽
光
発
電
の
製
造

業
も
当
然
同
じ
方
向
に
進
も
う
と
し
た
が
、
わ

が
国
で
は
、
こ
こ
で
大
き
な
障
害
が
現
れ
る
。

電
力
業
界
で
あ
る
。
大
規
模
な
太
陽
光
発
電
所

は
電
力
の
自
家
利
用
の
範
囲
を
超
え
て
、
外
部

へ
の
送
電
・
売
電
が
必
要
と
な
る
。
私
の
記
憶

に
よ
る
と
、
日
本
電
機
工
業
会
と
電
気
事
業
連

合
会
で
太
陽
光
発
電
施
設
の
送
配
電
線
へ
の
接

続
を
巡
っ
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
が
、
結
局
、
電

気
事
業
連
合
会
が
当
初
認
め
た
の
は
、
家
庭
用

の
小
規
模
な
屋
根
置
発
電
だ
け
で
あ
っ
た
。
事

業
用
の
大
規
模
な
商
用
太
陽
光
発
電
の
送
配
電

線
へ
の
接
続
は
見
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

か
ら
、
わ
が
国
の
太
陽
光
発
電
の
独
自
の
道
が

始
ま
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
家
庭
用
の
小

規
模
屋
根
置
ソ
ー
ラ
ー
中
心
に
自
家
消
費
型
の

普
及
が
少
し
ず
つ
進
む
。
一
方
で
海
外
メ
ー

カ
ー
は
、
大
規
模
商
用
太
陽
光
発
電
を
中
心
に

量
産
体
制
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
徹
底
的
に
図
っ

て
い
く
。

海
外
で
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
に
、
電
力

改
革
が
行
わ
れ
た
。
海
外
に
お
い
て
も
太
陽
光

発
電
な
ど
の
分
散
型
の
発
電
所
が
増
え
て
く
る

と
、
送
電
線
を
独
占
す
る
電
力
会
社
は
こ
れ
ら

の
発
電
所
の
接
続
や
送
電
線
利
用
の
際
に
、
自

社
の
火
力
発
電
等
の
発
電
施
設
が
有
利
に
な
る

よ
う
に
差
別
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
米
国
連
邦

政
府
な
ど
は
、
こ
の
よ
う
な
差
別
が
行
わ
れ
て

い
る
と
、
他
業
界
で
進
む
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

流
れ
か
ら
、
電
力
業
界
だ
け
旧
態
依
然
の
ま
ま

取
り
残
さ
れ
る
と
し
て
、電
力
改
革
を
断
行
し
、

送
電
線
の
運
用
を
電
力
会
社
か
ら
切
り
離
し
て

中
立
化
し
、
送
電
線
利
用
の
公
平
化
を
実
現
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
欧
米
で
は
大
規
模
商
用
太

陽
光
発
電
が
急
速
に
普
及
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

も
急
速
に
進
む
こ
と
に
な
る
。

わ
が
国
で
事
業
用
の
太
陽
光
発
電
が
設
置
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
こ
の
欧
米
の
電
力

改
革
の
流
れ
が
、よ
う
や
く
わ
が
国
に
伝
わ
り
、

電
力
会
社
で
は
な
い
独
立
系
発
電
事
業
者
が
認

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら
で
あ
る
。
そ

し
て
、
本
格
的
に
わ
が
国
で
太
陽
光
発
電
が
普

及
し
始
め
る
の
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
が
で

き
、
さ
ら
に
わ
が
国
の
電
力
改
革
が
進
ん
で
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
に
は
、
か

つ
て
熾
烈
な
コ
ス
ト
競
争
を
闘
い
、
ノ
ウ
ハ
ウ

を
持
つ
わ
が
国
太
陽
光
発
電
第
一
世
代
は
社
内

に
お
ら
ず
日
本
勢
は
敗
退
す
る
。
わ
が
国
メ
ー

カ
ー
の
下
請
け
と
し
て
共
に
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
競

争
を
闘
っ
た
中
国

メ
ー
カ
ー
は
、
日

本
の
太
陽
光
発
電

第
一
世
代
の
監
督

を
離
れ
る
と
、
独

自
に
歩
み
始
め
、

今
や
世
界
の
ト
ッ

プ
メ
ー
カ
ー
と

な
っ
て
い
る
。

太
陽
光
発
電

1953年 12月生まれ、400年前からの江戸っ子

家系だが、中学までは群馬県育ち。東京大学大学

院 ( 物理工学 ) 修了後、環境庁に入庁。温暖化対

策課調整官、環境影響審査室長、自動車環境対策

課長、港区副区長を経て退官。現在は、京都大学

大学院経済学研究科特任教授。エネルギ－・環境分

野が専門。

経済・環境

環
境
乃
学

カンキョウノマナビ

第
○
回
25


